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従来の化学史研究と言えば，文書史料を解読し，「理論」の変遷を追うものが主
流であった。しかし，近年の化学史研究においては，「実験」や「実験機器」の果
たした役割や，その「理論」への影響についても注目が集まっており，著名な化学
史家らによる論集も出版されている。そこで本企画においても，「実験」や「実験機器」
をテーマに，近年の研究成果を取り入れながら，各研究者の多様な視座から考察し
て頂く。そのことにより，より豊かな化学教育が実現できれば幸いである。


